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哲学や心理学の内容 も絡んで くる文学批評理論についても熟知されてお られ、
宗教、特にキ リス ト教については計 り知れないほどの膨大な知識を持っておら
れる。
そんな萱嶋先生であるが、いつ もにこやかな表情をされておられ、偉そうに
されることは一度た りともなかった。そういう謙虚な先生の姿から、学者 とし
て私 自身のあるべ き姿についても学ばせていただいたと思う。これほど偉大な
先生が謙虚にされておられるのに、私ほどの人間が偉そうにできるわけがない。
今思うと、先生のそのような素晴らしい謙虚な態度は、キリス ト教の教 えとと
もに先生の持っておられる深い学識から来ているのかもしれない。何かを学ぼ
うとすればす るほど我々は自分の限界や無知に気づかされてしまうものである
が、そうなると人は謙虚にならざるをえないのであろう。
萱嶋先生と話 をしているときの私の密かな楽 しみの一つは、先生にできるだ
けいろんな方面からの質問をして先生が持っておられる知識に少しでも触れる
ことであった。書物等か ら得 る知識は確かに貴重なものであるが、一人の人間
が長年の歳月を経て徐々に消化 してきた知識の価値はそれよりはるかに大きい。
先生の話を聞きながら私は最 も貴重な知識のエッセンスに触れている気がした
ものだ。今でも時々講義で話をしているときに、先生か ら聞き出した知識をそ
のまま自分の学生に向かって話 している自分に気づ くことがある。そんな時、
学生時代のあの頃、先生の話に真剣に耳を傾けていた頃を懐かしく思い出す。
嘱託教授 として最後の年の秋、研究室を引き払う際に、萱嶋先生はそれまで
集めてこられた数々の貴重な研究書を大量に私に分けて くださった。それは今
私の研究室の一画に置かれている。それらの本を受け継いだとき、まるで学者
としての先生の一部を自分の一部 として受け継いだような気にな り大いに誇ら
しく感 じたものだ。それ以来自分の研究室に入るたびに毎日それらの本 を目に
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しているのだが、その度にまるで萱嶋先生が温かい目で見守ってくれているよ
うな気がする。そして、「学者 としての本道から外れることなく価値ある研究
に限られた時間を使いなさい」と語 りかけてくれているような気がする。
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